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一
、
序

　

二
、
佐
前
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想

　

三
、『
瑞
相
御
書
』
対
告
者
、
四
条
頼
基
に
つ
い
て

　

四
、『
瑞
相
御
書
』
本
文
《「
地
動
瑞
」
の
説
明
》

　

五
、『
瑞
相
御
書
』
本
文
《
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想
》

　

六
、
妙
楽
大
師
「
依
正
不
二
門
」《
依
正
不
二
の
出
典
》

　

七
、
本
時
成
道
と
身
土
不
二

　

八
、
結

一
、
序

　
「
仏
法
や
う
や
く
顛
倒
し
け
れ
ば
世
間
又
濁
乱
せ
り
。
仏
法
は
体
の
ご
と
し
、
世
間
は
か
げ
の
ご
と
し
、
体
曲
ば
影
な
ゝ
め
な
り
。」

 

『
諸
経
与
法
華
経
難
易
事
』（
昭
和
定
本
一
七
五
二
頁
）

研
究
ノ
ー
ト

『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想

 

小　

瀨　

修　

達
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仏
法
と
世
間
と
の
相
関
関
係
は
右
の
日
蓮
聖
人
御
遺
文
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
仏
法
と
世
間
と
の
間
に
実
際
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
働
い
て
相
関
関
係
を
起
こ
す
の
か
原
理
と
し
て
の
具
体
的
な
説
明
を
記
す
御
遺
文
は
少
数
で
あ
る
。

　
「
夫
れ
十
方
は
依
報
な
り
、
衆
生
は
正
報
な
り
。
依
報
は
影
の
ご
と
し
、
正
報
は
体
の
ご
と
し
。」

 

『
瑞
相
御
書
』（
昭
和
定
本
八
七
二
頁
）

　

仏
法
と
世
間
と
の
関
係
は
、
仏
法
を
行
じ
る
衆
生
「
正
報
」
と
国
土
・
環
境
と
し
て
の
「
依
報
」
の
関
係
で
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
正
報
」
と
「
依
報
」
の
相
関
関
係
を
説
く
、
宗
祖
の
「
依
正
不
二
思
想
」
に
つ
い
て
、
最
も
詳
細
な
見
解
が
述
べ
ら
れ

る
『
瑞
相
御
書
』
を
中
心
に
考
察
す
る
。
第
二
節
「
佐
前
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想
」
で
は
、
佐
前
の
思
想
と
し
て
『
立
正
安
国
論
』
の

草
案
に
見
ら
れ
る
仏
法
と
世
法
、正
報
と
依
報
の
相
関
関
係
を
検
証
す
る
。
次
節
以
降
は
『
瑞
相
御
書
』
の
研
究
と
な
る
。
第
三
節
「『
瑞

相
御
書
』
対
告
者
、
四
条
頼
基
に
つ
い
て
」
で
は
、『
瑞
相
御
書
』
の
内
容
と
対
告
者
の
関
係
を
説
明
し
、
第
四
節
「『
瑞
相
御
書
』
本
文

《「
地
動
瑞
」
の
説
明
》」
で
は
、『
瑞
相
御
書
』
に
引
用
さ
れ
た
『
法
華
文
句
』「
地
動
瑞
」
の
原
典
に
遡
り
検
証
す
る
。
第
五
節
「『
瑞
相

御
書
』
本
文
《
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想
》」
で
は
、
前
節
に
対
す
る
宗
祖
の
見
解
と
し
て
の
「
事
」
の
依
正
不
二
思
想
を
検
証
す
る
。
第

六
節
「
妙
楽
大
師
「
依
正
不
二
門
」《
依
正
不
二
の
出
典
》」
で
は
、
天
台
の
依
正
不
二
思
想
の
出
典
で
あ
る
『
法
華
玄
義
釋
籤
』「
依
正

不
二
門
」
を
検
証
し
『
瑞
相
御
書
』
の
思
想
と
比
較
す
る
。
第
七
節
「
本
時
成
道
と
身
土
不
二
」
で
は
、
前
節
の
身
土
不
二
論
の
宗
祖
に

お
け
る
受
容
を
本
時
成
道
を
軸
と
し
て
考
え
る
。

二
、
佐
前
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想

　

宗
祖
の
佐
前
に
お
け
る
依
正
不
二
の
思
想
は
、
戒
律
思
想
の
研
究
中
に
五
戒
を
持
つ
人
【
正
報
】
と
国
土
・
環
境
【
依
報
】
の
相
関
関

係
と
し
て
説
か
れ
る
。『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
基
礎
研
究
（
草
案
）
と
し
て
『
摩
訶
止
觀
』「
世

間
の
法
薬
」
所
説
の
五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
を
応
用
し
、
法
然
の
『
選
択
集
』
流
布
に
よ
り
衆
生
【
正
報
】
が
「
捨
閉
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閣
抛
」
を
実
行
す
る
と
世
間
【
依
報
】
に
災
難
が
起
こ
る
と
云
う
、【
正
報
】【
依
報
】
間
に
働
く
相
関
関
係
の
原
理
を
究
明
さ
れ
た
。

　
「
今
の
世
の
災
難
も
五
常
を
破
り
し
が
故
に
こ
れ
起
る
と
い
わ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
選
択
集
流
布
の
失
に
依
ら
ん
や
。
答
え
て
曰
く
、

仏
法
已
前
に
五
常
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
は
、
遠
く
仏
誓
を
も
つ
て
国
を
治
む
る
な
り
。
礼
儀
を
破
る
は
仏
の
出
し
た
ま
え
る
五
戒
を
破

る
な
り
。」『
災
難
対
治
鈔
』（
昭
和
定
本
一
六
八
頁
）
立
正
安
国
論
草
案

　

法
然
の
『
選
択
集
』
流
布
に
よ
り
衆
生
が
五
常
（
礼
儀
道
徳
）
を
破
る
行
為
（
捨
閉
閣
抛
）
は
、
仏
法
に
お
け
る
五
戒
の
破
戒
に
該
当

す
る
。
法
華
経
の
開
会
思
想
（
就
類
種
開
会
）
に
基
き
、
五
常
（
礼
儀
道
徳
）
を
仏
法
（
五
戒
）
伝
来
の
先
駆
け
と
し
て
開
会
す
る
事
に

よ
り
、
人
【
正
報
】
の
守
る
べ
き
五
常
・
五
戒
を
破
す
と
五
行
に
基
く
環
境
【
依
報
】
が
相
関
し
て
災
難
が
起
こ
る
と
説
く
。
こ
の
様
に

五
戒
と
五
常
五
行
の
相
関
性
を
説
く
理
論
は
、
次
に
示
す
『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上
「
世
間
の
法
薬
」
の
説
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

『
摩
訶
止
觀
』
巻
第
六
上　

四
破
法
遍　

世
間
の
法
薬

　
「
十
善
を
束
ぬ
れ
ば
す
な
わ
ち
こ
れ
五
戒
な
り
。
深
く
五
常
五
行
を
知
る
は
、
義
ま
た
五
戒
に
似
た
り
。
仁
慈
矜
養
し
て
他
を
害
せ
ざ

る
は
、
す
な
わ
ち
不
殺
戒
な
り
。
義
譲
推
廉
に
し
て
お
の
れ
を
抽
い
て
か
れ
に
恵
む
は
、
こ
れ
不
盗
戒
な
り
。
礼
制
親
規
矩
、
髪
を
結
い

親
を
成
す
は
、
す
な
わ
ち
不
邪
婬
戒
な
り
。
智
鑒
明
利
、
所
為
秉
直
に
し
て
道
理
に
中
当
す
る
は
、
す
な
わ
ち
不
飲
酒
戒
な
り
。
信
は
実

録
に
契
い
誠
節
欺
む
か
ざ
る
は
、
こ
れ
不
妄
語
戒
な
り
。
周
孔
は
こ
の
五
常
を
立
て
て
世
間
の
法
薬
と
な
し
、
人
の
病
を
救
治
す
。

　

ま
た
五
行
は
五
戒
に
似
た
り
。
不
殺
は
木
を
防
ぎ
、
不
盗
は
金
を
防
ぎ
、
不
婬
は
水
を
防
ぎ
、
不
妄
語
は
土
を
防
ぎ
、
不
飲
酒
は
火
を

防
ぐ
。
ま
た
五
経
は
五
戒
に
似
た
り
、
礼
は
節
に
趣
く
こ
と
を
明
か
す
、
こ
れ
は
飲
酒
を
防
ぐ
。
楽
が
心
を
和
す
る
は
淫
を
防
ぎ
、
詩
が

風
刺
す
る
は
殺
を
防
ぎ
、
尚
書
が
義
譲
を
明
か
す
は
盗
を
防
ぎ
、
易
が
陰
陽
を
測
る
は
妄
語
を
防
ぐ
。
是
の
如
き
等
の
世
智
の
法
、
精
し
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く
は
其
の
極
に
通
ず
、
能
く
逾
ゆ
る
こ
と
な
く
、
能
く
勝
る
る
こ
と
な
し
、
咸
く
信
伏
せ
し
め
て
而
し
て
之
を
師
導
す
。」

 

（『
佛
教
大
系　

摩
訶
止
觀　

第
四
』
一
五
七
〜
九
頁
）

　

以
上
（『
弘
決
』
の
解
説
を
含
む
）
の
相
関
関
係
を
表
に
す
る
と
、
次
の
図
に
な
る
。

　
【
仏　

法
】　　

 
【
世　

法
】

　

五　

戒　
　
　
　

五
常　
　

五
経　
　

五
行　
　

五
方　
　

五
臓　
　

五
識　
　

五
時

　

不
殺
生
戒　
　
　

仁　
　
　

詩　
　
　

木　
　
　

東　
　
　

肝　
　
　

眼　
　
　

春

　

不
偸
盗
戒　
　
　

義　
　
　

尚　
　
　

金　
　
　

西　
　
　

肺　
　
　

鼻　
　
　

秋

　

不
邪
婬
戒　
　
　

礼　
　
　

楽　
　
　

水　
　
　

北　
　
　

腎　
　
　

耳　
　
　

冬

　

不
飲
酒
戒　
　
　

智　
　
　

礼　
　
　

火　
　
　

南　
　
　

心　
　
　

舌　
　
　

夏

　

不
妄
語
戒　
　
　

信　
　
　

易　
　
　

土　
　
　

中
央　
　

脾　
　
　

身　
　
　

土
用

　

右
図
の
通
り
、
就
類
種
開
会
（
同
類
の
開
会
）
を
根
底
に
、
五
戒
【
仏
法
】
と
五
常
・
五
経
・
五
行
等
【
世
法
】
の
相
関
関
係
が
示
さ

れ
、【
仏
法
】
の
五
戒
を
持
つ
事
で
【
世
法
】
の
中
国
五
行
思
想
に
基
く
配
当
（
五
常　

五
経　

五
行　

五
方　

五
臓　

五
識　

五
時
等
）

が
相
関
し
て
統
制
さ
れ
る
事
と
な
る
。
こ
れ
等
は
、
世
法
か
ら
仏
法
へ
の
入
門
と
な
る
思
想
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
立
正
安
国
論
』
の
草
案
で
あ
る
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、
上
記
理
論
を
応
用
し
て
五
戒
を
持
つ
衆
生
【
正
報
】
と

五
行
思
想
に
基
く
環
境
【
依
報
】
と
の
相
関
関
係
を
以
っ
て
災
難
が
起
こ
る
原
理
を
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
真
蹟
図
録
で
は
、
三
五

『
五
行
事
』（
昭
和
定
本
二
九
一
八
〜
二
一
頁
）
に
五
戒
と
他
の
五
行
を
同
様
に
配
当
し
た
図
が
見
ら
れ
る
。
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以
上
の
通
り
、
宗
祖
の
佐
前
に
お
け
る
【
正
報
】
と
【
依
報
】
の
関
係
は
、
法
華
経
開
会
思
想
に
よ
り
仏
法
の
五
戒
と
世
界
全
般
を
五

種
に
分
類
し
体
系
的
に
説
明
す
る
中
国
陰
陽
五
行
思
想
と
を
結
び
付
け
る
事
で
、
五
戒
を
持
つ
衆
生
【
正
報
】
と
五
行
思
想
に
基
く
環
境

【
依
報
】
と
の
相
関
関
係
を
説
く
事
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、『
瑞
相
御
書
』
対
告
者
、
四
条
頼
基
に
つ
い
て

　
『
瑞
相
御
書
』（
真
蹟
身
延
曾
存
）
は
、
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
二
月
、
身
延
か
ら
鎌
倉
の
四
条
頼
基
へ
送
ら
れ
た
書
で
あ
る
と
云

わ
れ
て
い
る
。

　

四
条
頼
基
は
、
宗
祖
よ
り
『
開
目
抄
』（
文
永
九
年
）
を
託
さ
れ
た
様
に
、
鎌
倉
の
檀
越
を
代
表
す
る
教
学
の
理
解
者
で
あ
っ
た
と
共

に
、
医
術
の
専
門
知
識
が
あ
り
主
人
江
馬
光
時
の
病
（
建
治
三
年
）
や
身
延
の
宗
祖
を
治
療
（
施
薬
）
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
冒
頭
の
文
章
が
『
法
華
経
』「
地
動
瑞
」
の
説
明
よ
り
始
ま
る
事
か
ら
、
四
条
頼
基
が
『
法
華
経
』
と
「
正
嘉
・
文
永
の
大

地
震
・
大
天
変
（
大
彗
星
）」
と
の
関
係
、
即
ち
、
仏
法
と
世
間
、
正
報
と
依
報
の
間
に
働
く
具
体
的
な
原
理
の
説
明
を
宗
祖
に
問
い
、

そ
の
返
事
と
し
て
送
ら
れ
た
御
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
時
の
医
術
〔
平
安
時
代
の
寛
平
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
漢
方
医
学
の
基
礎
理
論
を
記
し
た
『
皇
帝
内
経
』

の
注
釈
書
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
、
以
降
の
日
本
の
医
学
が
漢
方
医
学
の
影
響
下
に
あ
っ
た
事
は
定
説
で
あ
る
。『
中

国
の
科
学
』
九
一
頁
〕
は
陰
陽
五
行
説
に
基
く
漢
方
医
学
が
基
礎
に
あ
っ
た
事
か
ら
、
宗
祖
は
、
教
学
の
理
解
者
で
あ
り
陰
陽
五
行
思
想

に
精
通
し
た
頼
基
に
対
し
て
、
正
報
と
依
報
の
関
係
（
依
正
不
二
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
を
『
瑞
相
御
書
』
に
お
い
て
試
み
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
『
瑞
相
御
書
』
の
内
容
は
、
法
華
経
序
品
所
説　

此
土
之
六
瑞
中
第
四
地
動
瑞
の
原
理
説
明
に
始
ま
り
、
地
動
瑞
の
相
の
大
き
さ
を
爾
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前
経
・
法
華
経
序
品
、
迹
門
・
本
門
、
宝
塔
品-

涌
出
品
・
神
力
品
、
在
世
・
滅
後
の
順
に
相
対
し
、
最
後
に
滅
後
末
法
の
「
正
嘉
元
年

の
大
地
震
、
大
天
変
」
を
、
宗
祖
の
法
華
経
弘
通
に
よ
り
衆
生
の
元
品
の
無
明
を
破
る
故
に
起
き
た
最
大
の
瑞
相
で
あ
る
と
結
論
付
け
る

も
の
で
あ
る
。（
末
尾
の
真
言
批
判
は
省
略
）

　

次
節
で
は
、
冒
頭
の
「
地
動
瑞
」
の
詳
細
な
原
理
説
明
に
つ
い
て
検
証
す
る
事
で
宗
祖
の
依
正
不
二
観
を
考
察
し
て
ゆ
く
。

四
、『
瑞
相
御
書
』
本
文
《「
地
動
瑞
」
の
説
明
》

　
「
夫
れ
天
変
は
衆
人
の
お
ど
ろ
か
し
、
地
夭
は
諸
人
を
う
ご
か
す
。
仏
、
法
華
経
を
と
か
ん
と
し
給
ふ
時
、
五
瑞
六
瑞
を
げ
ん
じ
給
ふ
。

其
の
中
に
地
動
瑞
と
申
す
は
、
大
地
六
種
に
震
動
す
。
六
種
と
申
す
は
、
天
台
大
師
文
句
の
三
に
釈
し
て
云
く
、〔
①
「
東
涌
西
没
と
は
、

東
方
は
青
、
肝
を
主
る
。
肝
は
眼
を
主
る
。
西
方
は
白
、
肺
を
主
る
。
肺
は
鼻
を
主
る
。
こ
れ
眼
根
の
功
徳
生
じ
て
、
鼻
根
の
煩
悩
互
い

に
滅
す
る
を
表
す
る
な
り
。
鼻
根
の
功
徳
生
じ
て
、
眼
の
中
の
煩
悩
互
い
に
滅
す
。
余
方
の
涌
没
し
て
余
根
の
生
滅
を
表
す
る
も
ま
た
ま

た
」
云
云
。
妙
楽
大
師
、
こ
れ
を
承
け
て
云
く
、
②
「
表
根
と
言
う
は
、
眼
鼻
已
に
東
西
を
表
す
。
耳
舌
理
と
し
て
南
北
に
対
す
。
中
央

は
心
な
り
。
四
方
は
身
な
り
。
身
は
四
根
を
具
す
。
心
は
良
く
四
を
縁
す
。
故
に
心
を
も
つ
て
身
に
対
し
て
涌
没
を
な
す
」〕
云
云
。」

（
昭
和
定
本
八
七
二
頁
）

　

右
記
、
法
華
経
序
品　

此
土
之
六
瑞
中
第
四
地
動
瑞
「
普
仏
世
界　

六
種
震
動
」
の
原
理
説
明
に
つ
い
て
、
①
『
法
華
文
句
』、
②

『
法
華
文
句
記
』
の
引
用
箇
所
の
原
典
に
基
き
、
順
に
検
証
し
て
み
る
。

①
『
法
華
文
句
』
巻
二
ノ
下
、
序
品　

此
土
之
六
瑞
、
第
四
地
動
瑞
、「
普
仏
世
界　

六
種
震
動
」
を
釋
す
。
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「
今
釋
す
地
六
種
に
動
ず
る
は
、
圓
家
の
六
番
に
無
明
を
破
す
こ
と
を
表
す
。
無
明
磬
礴
と
し
て
未
だ
曾
て
侵
毀
せ
ず
、
方
に
將
に
破

壞
せ
ん
と
す
。
故
に
地
を
動
じ
て
以
て
之
を
表
す
。
無
明
若
し
轉
ず
れ
ば
即
ち
變
じ
て
明
と
爲
す
。
故
に
普
佛
世
界
六
種
に
震
動
す
る
也
。

六
種
は
住
行
向
地
等
妙
の
六
番
を
表
す
也
。」 

（『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
二
、
九
五
頁
）

　

先
ず
、
序
品
の
「
地
動
瑞
」
で
地
面
が
「
六
種
に
震
動
」
す
る
理
由
に
つ
い
て
、「
圓
家
の
六
番
」
即
ち
、
円
教
の
五
十
二
位
（
十

住
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
）
の
内
、
最
後
の
等
覚
よ
り
第
六
妙
覚
位
へ
至
る
段
階
に
お
い
て
、
最
後
心
の
煩
悩
で
あ
る

「
元
品
の
無
明
」
を
破
す
時
に
起
こ
る
震
動
で
あ
る
と
云
う
。
法
華
経
聞
法
に
よ
り
、
無
明
を
転
じ
て
明
（
法
性
）
と
爲
す
時
に
「
六
種

震
動
」
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

（
第
四
観
心
釋
）

　
「
觀
行
は
六
根
を
動
ず
る
也
。
地
の
相
堅
固
な
る
こ
と
、
六
根
氷
執
し
て
未
だ
曾
て
大
乘
之
道
に
入
ら
ざ
る
が
如
し
、
動
じ
難
き
の
地

を
動
じ
て
、
未
だ
淨
め
ざ
る
の
根
を
淨
む
る
こ
と
を
表
す
。

　

①
東
涌
西
没
と
は
、
東
方
は
青
に
し
て
肝
を
主
り
、
肝
は
眼
を
主
る
。
西
方
は
白
に
し
て
肺
を
主
り
、
肺
は
鼻
を
主
る
。
此
れ
眼
根
の

功
徳
生
じ
て
鼻
根
の
煩
惱
互
に
滅
し
、
鼻
根
の
功
徳
生
じ
て
眼
中
の
煩
惱
互
い
に
滅
す
る
こ
と
を
表
は
す
。
餘
方
の
涌
没
は
餘
根
の
生
滅

を
表
す
こ
と
、
亦
復
是
の
如
し
。

　

六
動
と
は
。
動
と
起
と
涌
と
震
と
吼
と
覺
と
な
り
。
一
一
の
中
に
又
三
有
り
。
謂
く
動
・
遍
動
・
等
遍
動
な
り
、
直
に
動
ず
る
を
動
と

爲
し
、
四
天
下
の
動
ず
る
を
遍
動
と
爲
し
、
大
千
動
ず
る
を
等
遍
動
と
爲
す
。
餘
の
五
も
亦
是
の
如
し
。
合
し
て
十
八
種
の
動
な
り
。
此

れ
即
ち
十
八
界
を
淨
む
る
を
表
は
す
也
云
云
。」 

（『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
二
、
九
五
頁
）
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次
に
、『
瑞
相
御
書
』
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
①
の
あ
る
「
第
四
観
心
釋
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
地
動
瑞
」
に
お
い
て
地
面
が
六
種

（
動
・
起
・
涌
・
震
・
吼
・
覺
）
に
震
動
す
る
現
象
は
、
無
明
を
破
す
時
に
十
八
界
（
六
根
・
六
境
・
六
識
）
が
浄
化
さ
れ
る
過
程
で
生

じ
る
震
動
を
表
し
て
い
る
と
云
う
。

　

①
「
東
涌
西
没
」
以
下
の
文
は
、
法
華
経
聞
法
に
よ
り
功
徳
が
生
じ
（
六
根
清
浄
）、
煩
悩
が
滅
し
て
四
根
・
四
方
が
相
関
し
涌
没

（
震
動
）
す
る
と
云
う
十
八
界
が
浄
化
さ
れ
る
過
程
を
陰
陽
五
行
思
想
の
相
関
関
係
を
利
用
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
表

化
す
る
と
次
の
表
に
な
る
。

 

五
行　

五
方　

五
色　

五
臓　

五
識　

五
根

　

木　
　

東　
　

青　
　

肝　
　

眼　
　

眼　

↓
東
方
は
青
、
肝
を
主
る
。
肝
は
眼
を
主
る
。

　

金　
　

西　
　

白　
　

肺　
　

鼻　
　

鼻　

↓
西
方
は
白
、
肺
を
主
る
。
肺
は
鼻
を
主
る
。

　

水　
　

北　
　

黒　
　

腎　
　

耳　
　

耳

　

火　
　

南　
　

赤　
　

心　
　

舌　
　

舌

　

土　
　

中
央　

黄　
　

脾　
　

身　
　

意

　

右
記
の
表
の
縦
の
関
係
が
五
行
の
五
種
の
分
類
の
内
で
同
じ
性
質
を
具
え
た
も
の
の
連
関
で
あ
り
、
木
の
性
質
の
連
関
が
「
東
方
は
青
、

肝
を
主
る
。
肝
は
眼
を
主
る
。」、
金
の
性
質
の
連
関
が
「
西
方
は
白
、
肺
を
主
る
。
肺
は
鼻
を
主
る
。」
で
あ
る
。
ま
た
、
横
の
関
係
に

は
相
生
・
相
剋
の
二
種
が
あ
り
、
こ
れ
を
各
根
の
功
徳
・
煩
悩
の
生
滅
に
準
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
縦
横
の
関
係
が
相
関
し
て
涌
没
（
震

動
）
が
起
き
る
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
の
通
り
、『
法
華
文
句
』
で
は
、「
無
明
を
破
す
」
と
い
う
【
仏
法
】
の
内
的
現
象
に
相
関
し
て
「
地
面
が
震
動
す
る
」
と
い
う
外
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的
現
象
が
起
こ
る
原
理
を
【
世
法
】
の
陰
陽
五
行
思
想
の
相
関
関
係
を
利
用
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

②
妙
楽
大
師
『
法
華
文
句
記
』

　
「
表
根
と
言
う
は
（
①
の
解
説
）、
眼
鼻
已
に
東
西
を
表
す
。
耳
舌
理
と
し
て
南
北
に
対
す
。
中
央
は
心
な
り
。
四
方
は
身
な
り
。
身
は

四
根
を
具
す
。
心
は
良
く
四
を
縁
す
。
故
に
心
を
も
つ
て
身
に
対
し
て
涌
没
を
な
す
。」

　

心
（
意
）
↓　

眼　

鼻　

耳　

舌
‥
四
根
（
身
）

　

 

│　
　
　
　

 

│　

│　

│　

│

　

中
央　
　
　
　

東　

西　

北　

南
‥
四
方

　

妙
楽
大
師
の
解
釈
は
、
右
図
の
通
り
、
心
（
意
根
）
と
四
根
・
四
方
の
関
係
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
心
を
中
心
と
し
、
眼
・
鼻
・

耳
・
舌
の
四
根
が
そ
れ
ぞ
れ
東
・
西
・
北
・
南
と
い
う
方
向
性
を
も
つ
こ
と
で
、
身
体
を
心
を
中
心
と
し
た
空
間
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

心
の
煩
悩
（
無
明
）
が
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
四
根
・
四
方
（
空
間
）
が
相
関
し
て
涌
没
（
震
動
）
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
心
は
良
く
四
を
縁
す
。」
と
云
う
心
と
四
根
・
四
方
の
関
係
を
、
下
記
の
『
摩
訶
止
觀
』
病
患
境
に
十
二
因
縁
を
解
説
す
る
文
を
参
考

に
詳
し
く
み
て
み
る
。

『
摩
訶
止
觀
』
巻
八
ノ
下　

病
患
境

　
「
識
は
過
去
の
行
從
り
生
じ
、
行
は
過
去
の
無
明
從
り
生
じ
、
無
明
は
妄
想
從
り
生
じ
、
妄
想
は
還
て
妄
想
從
り
生
ず
。
經
に
云
く
、

妄
想
は
妄
想
を
生
じ
て
十
二
縁
に
輪
迴
す
と
。

　

狂
渇
の
人
の
焔
を
見
て
水
と
爲
す
。
南
に
向
て
之
を
逐
う
、
之
を
逐
う
に
得
ず
。
大
に
喚
ん
で
水
と
言
う
に
、
空
中
響
き
應
ず
。
己
れ
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大
に
南
の
水
應
に
北
に
在
る
べ
し
と
謂
い
、
頭
を
北
に
迴
ら
し
て
走
る
。
是
の
如
く
四
方
皆
逐
う
に
得
ず
。
遂
に
大
に
懊
惱
し
て
、
水
は

地
に
入
れ
り
と
謂
い
、
地
を

い
て
吼
喚
す
。
身
體
疲
極
し
て
轉
た
更
に
闇
に
至
る
に
、
亦
復
得
ざ
る
が
如
し
。

　

南
に
走
る
を
舌
の
味
を
逐
う
に
喩
え
、
北
に
走
る
を
耳
の
聲
を
逐
う
に
喩
え
、
西
に
走
る
を
鼻
の
香
を
逐
う
に
喩
え
、
東
に
走
る
を
眼

の
色
を
逐
う
に
喩
え
、
地
を

く
を
身
の
觸
を
逐
う
に
喩
え
、
闇
に
到
る
を
意
の
無
明
を
逐
う
に
喩
う
。

　

是
の
如
き
六
根
、
遍
ね
く
諸
塵
に
走
て
一
も
得
可
き
も
の
無
し
。
亦
た
因
縁
和
合
之
相
を
得
ず
。
但
だ
自
ら
疲
苦
す
。

　

既
に
覺
知
し
已
て
復
た
更
に
走
ら
ず
。
走
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
身
心
定
住
す
。
身
心
定
住
す
る
が
故
に
豁
爾
と
し
て
悟
解
す
。」

 

（『
佛
教
大
系　

摩
訶
止
觀
第
五
』　

一
一
九
〜
二
〇
頁
）

『
法
華
玄
義
』
巻
二
ノ
下　

十
二
因
縁
釋

　
「
上
の
三
受
（
六
入
・
触
・
受
）
を
具
す
る
、
こ
の
時
を
愛
と
名
く
。
境
を
貪
ぼ
る
を
以
つ
て
の
故
に
四
方
に
追
求
す
、
是
の
時
を
取

と
名
く
。
追
求
の
時
、
身
口
意
を
起
す
、
是
の
時
を
有
と
名
く
。」 

（『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
一
、
七
四
頁
）

　

十
二
因
縁
は
無
明
よ
り
始
ま
る
が
、「
狂
渇
の
人
の
焔
を
見
て
水
と
爲
す
。（
以
下
）」
と
は
、
こ
の
無
明
の
迷
い
に
よ
り
心
が
六
根

（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
を
介
し
て
六
境
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）
を
追
い
求
め
る
様
を
、
砂
漠
等
で
水
を
切
ら
し
喉
の

渇
き
か
ら
幻
想
を
見
て
四
方
に
水
を
追
い
求
め
て
彷
徨
う
状
態
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
を
十
二
因
縁
で
は
、「
境
を
貪
ぼ
る

を
以
つ
て
の
故
に
四
方
に
追
求
す
、
是
の
時
を
取
と
名
く
。」
と
、
あ
る
様
に
「
取
」
と
云
う
。
広
義
で
は
「
愛
・
取
・
有
」
に
該
当
す

る
。
ま
た
、
無
明
に
よ
り
心
が
一
定
方
向
に
動
く
事
を
「
行
」
と
云
う
。

　

十
二
因
縁　

無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死

11　小瀬.indd   21611　小瀬.indd   216 10.6.4   2:35:51 PM10.6.4   2:35:51 PM



217

『瑞相御書』における宗祖の依正不二思想（小瀨）

　

六
識
・
六
根　

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意

　
　
　
　
　
　
　

←　

←　

←　

←　

←　

←
‥
境
を
貪
ぼ
る
を
以
つ
て
の
故
に
四
方
に
追
求
す

　
　
　
　

六
境　

色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法

　
　
　
　
　
　
　

│　

│　

│　

│

　
　
　
　

四
方　

東
・
北
・
西
・
南

　

以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
喉
の
渇
き
か
ら
幻
想
を
見
て
水
を
求
め
四
方
に
走
り
回
る
様
（「
如
狂
渇
人
見
焔
爲
水
」）
に
、
人
間
の
心
は
個

人
存
在
（
我
執
）
の
根
底
に
あ
る
無
明
の
迷
い
か
ら
外
界
へ
向
け
て
絶
え
ず
意
識
が
放
た
れ
（
行
）、
感
覚
器
官
で
あ
る
六
根
を
介
し
て

対
象
の
六
境
を
追
い
求
め
（「
境
を
貪
ぼ
る
を
以
つ
て
の
故
に
四
方
に
追
求
す
」）
六
識
と
し
て
認
識
し
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

意
識
が
外
界
（
四
方
）
へ
と
向
け
ら
れ
る
中
で
身
体
・
環
境
の
空
間
性
が
認
識
さ
れ
る
（「
中
央
は
心
な
り
。
四
方
は
身
な
り
」）。
故
に
、

個
人
存
在
の
根
底
に
あ
る
無
明
が
破
さ
れ
る
な
ら
ば
、
心
（
中
央
）│
身
体
（
四
根
）│
環
境
（
四
方
）
と
い
う
空
間
認
識
全
体
に
影
響
を

与
え
る
（「
心
を
も
つ
て
身
に
対
し
て
涌
没
を
な
す
」
＝
六
種
震
動
）
こ
と
と
な
る
。
な
お
こ
れ
は
、「
観
心
釋
」
と
し
て
内
観
の
世
界
を

説
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

仏
教
で
は
本
来
、
十
八
界
（
六
根
・
六
境
・
六
識
）
と
い
う
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
現
象
に
よ
り
生
ず
る
認
識
作
用
で
構
成
さ
れ
た
人

間
存
在
の
内
に
認
識
さ
れ
る
世
界
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
天
台
思
想
に
お
い
て
は
こ
の
仏
教
思
想
に
外
界
の
事
象
を
体
系
的
に
説
明
す

る
陰
陽
五
行
説
を
用
い
て
会
通
す
る
事
に
よ
り
、
心
（
中
央
）│
身
体
（
四
根
）│
環
境
（
四
方
）
と
い
う
心
と
空
間
の
関
係
を
説
く
事
を

可
能
に
さ
せ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
「
観
心
釋
」
と
し
て
内
観
の
世
界
の
説
明
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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五
、『
瑞
相
御
書
』
本
文
《
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想
》

　

前
節
で
説
明
し
た
法
華
経
序
品
「
地
動
瑞
」
の
『
法
華
文
句
』『
法
華
文
句
記
』
に
お
け
る
解
説
に
対
す
る
宗
祖
の
見
解
が
次
の
文
で

あ
る
。

　
「
夫
れ
十
方
は
依
報
な
り
、
衆
生
は
正
報
な
り
。
依
報
は
影
の
ご
と
し
、
正
報
は
体
の
ご
と
し
。
身
な
く
ば
影
な
し
、
正
報
な
く
ば
依

報
な
し
。
又
正
報
を
ば
依
報
を
も
て
此
れ
を
つ
く
る
。
眼
根
を
ば
東
方
を
も
つ
て
こ
れ
を
つ
く
る
。
舌
は
南
方
、
鼻
は
西
方
、
耳
は
北
方
、

身
は
四
方
、
心
は
中
央
等
。
こ
れ
を
も
つ
て
し
ん
ぬ
べ
し
。
か
る
が
ゆ
へ
に
衆
生
の
五
根
や
ぶ
（
破
）
れ
ん
と
せ
ば
、
四
方
中
央
を
ど
ろ

う
（
駭
動
）
べ
し
。
さ
れ
ば
国
土
や
ぶ
れ
ん
と
す
る
し
る
し
（
兆
）
に
は
、
ま
づ
山
く
づ
れ
、
草
木
か
（
枯
）
れ
、
江
河
つ
く
る
し
る
し

あ
り
。
人
の
眼
耳
等
驚
そ
う
（
躁
）
す
れ
ば
天
変
あ
り
。
人
の
心
を
う
ご
か
せ
ば
地
動
す
。」（
昭
和
定
本
八
七
二
頁
）

　

上
図
を
参
照
す
る
と
、「
正
報
を
ば
依
報
を
も
て
此
れ

を
つ
く
る
。
眼
根
を
ば
東
方
を
も
つ
て
こ
れ
を
つ
く
る
。

舌
は
南
方
、
鼻
は
西
方
、
耳
は
北
方
、
身
は
四
方
、
心
は

中
央
等
。」
と
は
、
心
が
無
明
の
根
本
的
執
着
（
我
執
）

の
下
に
六
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
を
介
し
て

外
界
の
四
方
で
表
さ
れ
る
方
向
へ
と
六
境
（
色
・
声
・

香
・
味
・
触
・
法
）
を
追
求
す
る
中
で
、
正
報
の
身
体
・

依
報
の
国
土
（
環
境
）
が
そ
れ
ぞ
れ
空
間
性
と
し
て
形
成

（「
こ
れ
を
つ
く
る
」）
さ
れ
認
識
さ
れ
る
事
と
考
え
ら
れ

11　小瀬.indd   21811　小瀬.indd   218 10.6.4   2:35:51 PM10.6.4   2:35:51 PM



219

『瑞相御書』における宗祖の依正不二思想（小瀨）

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
で
正
報
（
身
体
）・
依
報
（
国
土
・
環
境
）
は
一
体
性
を
も
つ
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
「
依
正
不
二
」
と

な
る
の
で
あ
る
（「
依
報
は
影
の
ご
と
し
、
正
報
は
体
の
ご
と
し
。
身
な
く
ば
影
な
し
、
正
報
な
く
ば
依
報
な
し
。」）。

　
「
こ
れ
を
も
つ
て
し
ん
ぬ
べ
し
。
か
る
が
ゆ
へ
に
衆
生
の
五
根
や
ぶ
（
破
）
れ
ん
と
せ
ば
、
四
方
中
央
を
ど
ろ
う
（
駭
動
）
べ
し
。
さ

れ
ば
国
土
や
ぶ
れ
ん
と
す
る
し
る
し
（
兆
）
に
は
、
ま
づ
山
く
づ
れ
、
草
木
か
（
枯
）
れ
、
江
河
つ
く
る
し
る
し
あ
り
。
人
の
眼
耳
等
驚

そ
う
（
躁
）
す
れ
ば
天
変
あ
り
。
人
の
心
を
う
ご
か
せ
ば
地
動
す
。」
と
、
心
か
ら
身
体
（
正
報
）・
国
土
（
依
報
）
へ
と
空
間
認
識
が
形

成
さ
れ
る
故
に
、
依
報
・
正
報
は
一
体
性
を
も
つ
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
（「
依
正
不
二
」）、
人
の
心
の
動
き
に
連
動
し
て
依
報
の
国
土

（
空
間
）
も
振
動
す
る
（「
人
の
心
を
う
ご
か
せ
ば
地
動
す
。」）
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
に
、
宗
祖
の
思
想
の
特
徴
は
、『
文
句
』『
文
句
記
』
の
「
地
動
瑞
」
に
「
観
心
釋
」
と
し
て
内
観
の
世
界
を
説
い
た
説
を
応
用

し
、
現
実
世
界
の
現
象
の
説
明
に
用
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
問
て
云
く
、
在
世
よ
り
も
滅
後
の
瑞
大
な
る
如
何
。
答
て
云
く
、
大
地
の
動
ず
る
事
は
人
の
六
根
の
動
く
に
よ
る
。
人
の
六
根
の
動

き
の
大
小
に
よ
て
、
大
地
の
六
種
も
高
下
あ
り
。
爾
前
の
経
経
に
は
、
一
切
衆
生
煩
悩
を
や
ぶ
る
や
う
な
れ
ど
も
実
に
は
や
ぶ
ら
ず
。
今

法
華
経
は
元
品
の
無
明
を
や
ぶ
る
ゆ
へ
に
大
動
あ
り
。
末
代
は
又
在
世
よ
り
も
悪
人
多
多
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
在
世
の
瑞
に
も
す
ぐ
れ

て
あ
る
べ
き
よ
し
を
示
現
し
給
ふ
。
疑
つ
て
云
く
、
証
文
い
か
ん
。
答
て
云
く
、〔「
し
か
も
こ
の
経
は
、
如
来
の
現
在
に
す
ら
な
お
怨
嫉

多
し
。
い
わ
ん
や
滅
度
の
後
を
や
」〕
等
云
云
。」（
昭
和
定
本
八
七
五
頁
）

　

爾
前
の
経
典
で
は
、
無
明
を
完
全
に
断
ず
る
段
階
に
至
ら
ぬ
が
、
円
教
に
お
け
る
妙
覺
に
至
る
最
後
の
段
階
（「
圓
家
六
番
破
無
明
」）

に
お
い
て
断
じ
る
無
明
を
「
元
品
の
無
明
」
と
呼
ぶ
。
無
明
は
、
個
人
存
在
の
根
底
に
あ
る
執
着
（
我
執
）
で
あ
る
故
に
、
こ
の
根
底
の

無
明
を
完
全
に
破
す
こ
と
は
、
心
│
身
体
（
正
報
）│
国
土
（
依
報
）
へ
と
形
成
さ
れ
る
空
間
認
識
全
体
を
揺
る
が
す
こ
と
と
な
る
（「
今
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法
華
経
は
元
品
の
無
明
を
や
ぶ
る
ゆ
へ
に
大
動
あ
り
」）。

　
「
去
ぬ
る
正
嘉
・
文
永
の
大
地
震
・
大
天
変
は
、
天
神
七
代
・
地
神
五
代
は
さ
て
を
き
ぬ
。
人
王
九
十
代
、
二
千
余
年
が
間
、
日
本
国

に
い
ま
だ
な
き
天
変
地
夭
な
り
。
人
の
悦
び
多
多
な
れ
ば
、
天
に
吉
瑞
を
あ
ら
は
し
、
地
に
帝
釈
の
動
あ
り
。
人
の
悪
心
盛
ん
な
れ
ば
、

天
に
凶
変
、
地
に
凶
夭
出
来
す
。
瞋
恚
の
大
小
に
随
ひ
て
天
変
の
大
小
あ
り
。
地
夭
も
又
か
く
の
ご
と
し
。
今
日
本
国
、
上
一
人
よ
り
下

万
民
に
い
た
る
ま
で
、
大
悪
心
の
衆
生
充
満
せ
り
。
此
の
悪
心
の
根
本
は
日
蓮
に
よ
り
て
起
れ
る
と
こ
ろ
な
り
。」（
昭
和
定
本
八
七
五

頁
）

　
『
瑞
相
御
書
』（
昭
和
定
本
八
七
三
〜
五
頁
）
で
は
、「
地
動
瑞
」
の
相
（
六
種
震
動
）
の
大
き
さ
を
比
較
し
、
爾
前
経
よ
り
も
法
華
経

迹
門
「
序
品
」
の
〔
地
動
瑞
〕、
迹
門
「
序
品
」
よ
り
も
本
門
「
宝
塔
品
」〔
宝
塔
涌
出
〕・「
涌
出
品
」〔
下
方
涌
出
〕、
釈
尊
在
世
の
本
門

「
宝
塔
品
」・「
涌
出
品
」
よ
り
も
滅
後
末
法
の
「
神
力
品
」〔
十
神
力
〕（「
遍
至
十
方
諸
佛
世
界
。
地
皆
六
種
震
動
」）
を
「
法
華
経
の
肝

要
（
題
目
…
結
要
付
属
）
の
ひ
ろ
ま
ら
せ
給
ふ
べ
き
大
瑞
な
り
。」
と
し
、
こ
れ
に
相
当
す
る
「
正
嘉
元
年
の
大
地
震
、
大
天
変
」
を
、

宗
祖
の
法
華
経
弘
通
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
悪
心
を
懐
く
衆
生
の
「
元
品
の
無
明
」
を
破
る
事
に
よ
り
起
き
た
瑞
相
で
あ
る
と
結
論
付
け

る
の
で
あ
る
。

※「
事
」
思
想
と
し
て
の
宗
祖
の
依
正
不
二
観

　

以
上
の
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
経
文
所
説
の
世
界
（「
地
動
瑞
」）
を
現
実
世
界
に
引
き
当
て
て
実
証
す
る
思
想
は
、
日
蓮
教
学
に
お

い
て
宗
祖
の
「
事
」
の
思
想
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
望
月
歓
厚
博
士
は
、
著
書
の
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
に
お
い
て

「
日
蓮
の
事
の
表
現
」（
同
書
一
一
八
〜
一
二
二
頁
）
と
し
て
、
宗
祖
の
「
事
の
表
現
」
を
十
四
項
目
に
分
類
し
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
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中
で
も
第
三
・
四
節
に
示
し
た
『
瑞
相
御
書
』
の
内
容
に
お
い
て
は
、
特
に
以
下
の
点
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
一
〜
六
省
略
）

　
「
七
、
化
他
事
」
‥
天
台
を
理
・
自
行
、
宗
祖
を
事
・
自
行
化
他
と
す
る
。【
瑞
相
御
書
】
衆
生
の
「
元
品
の
無
明
」
を
破
す
化
他
行
。

　
「
八
、
色
讀
事
」
‥
経
文
を
自
己
の
色
心
（
心
身
）
に
読
み
体
現
す
る
。【
瑞
相
御
書
】『
法
華
経
』「
地
動
瑞
」
の
実
現
。

　
「
九
、
事
証
事
」
‥
道
理
証
文
よ
り
も
現
証
を
重
視
す
る
。【
瑞
相
御
書
】「
正
嘉
元
年
の
大
地
震
、
大
天
変
」。

　
「
一
〇
、
有
相
事
」
‥ 『
撰
時
抄
』「
十
如
是
の
始
の
相
如
是
が
第
一
の
大
事
に
て
候
」
と
云
う
、
沈
潜
の
体
よ
り
表
現
の
相
に
意
義
を

認
め
、
理
念
よ
り
も
現
実
に
実
相
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
。【
瑞
相
御
書
】『
法
華
経
』
の
「
瑞
相
」
を
現
実
に

発
見
。

　
「
一
一
、
法
界
事
」
‥
自
他
・
法
界
の
共
同
の
成
佛
が
実
際
行
の
理
念
と
な
る
。【
瑞
相
御
書
】「
地
動
瑞
」=

国
土
の
浄
化
。

　
「
一
二
、
世
法
事
」
‥
法
界
の
成
佛
の
実
現
に
は
、
世
間
法
の
開
顕
が
必
要
。【
瑞
相
御
書
】
世
間
法
で
あ
る
陰
陽
五
行
思
想
の
開
顕
。

　
「
一
三
、
人
間
事
」
‥
凡
夫
為
正
、
人
間
中
心
に
教
を
立
て
る
。【
瑞
相
御
書
】
人
間
中
心
の
依
正
不
二
観
。

　
「
一
四
、
現
在
事
」
‥
末
法
為
正
、「
今
本
時
」
を
浄
土
と
す
る
。【
瑞
相
御
書
】
末
法
現
在
の
瑞
相
を
最
大
と
す
る
。

　
「
以
上
の
十
四
項
の
表
現
は
、
聖
人
の
事
思
想
の
各
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
約
す
る
に
、
複
雑
を
去
っ
て
単
一
に
、
観
念
を
去
っ
て
体

験
に
、
智
解
を
信
仰
に
、
個
人
を
社
会
に
、
理
論
的
法
界
を
人
間
的
実
証
に
、
三
世
を
現
在
に
結
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
は
死
法
門
を

活
法
門
た
ら
し
め
ん
と
し
た
努
力
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。」（『
日
蓮
教
学
の
研
究
』　

一
一
八
〜
一
二
二
頁
）

　

右
記
の
要
素
が
総
合
し
て
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
「
事
」
の
依
正
不
二
観
が
成
立
し
て
い
る
。
次
節
に
述
べ
る
が
、
天
台
に
お
け
る

依
正
不
二
の
思
想
は
、
法
身
遍
在
の
理
に
即
し
て
依
報
・
正
報
を
一
体
不
二
と
見
る
佛
の
悟
り
に
基
く
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
前

述
の
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
衆
生
の
無
明
を
根
底
に
心
│
身
体
（
正
報
）│
国
土
（
依
報
）
へ
と
形
成
さ
れ
る
空
間
認
識
の
下
に
正
報
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と
依
報
の
一
体
性
を
論
じ
る
依
正
不
二
観
は
、
妙
楽
大
師
の
「
依
正
不
二
門
」
と
は
異
な
る
宗
祖
独
自
の
「
事
」
の
思
想
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
台
の
法
身
遍
在
に
基
く
「
理
」
の
依
正
不
二
観
に
対
し
、
宗
祖
の
人
間
存
在
に
基
き
身
体
（
正
報
）
と
国
土
・
環
境
（
依
報
）
の
一

体
性
を
論
じ
る
「
事
」
の
依
正
不
二
観
は
、
ま
さ
に
「
個
人
を
社
会
に
、
理
論
的
法
界
を
人
間
的
実
証
に
」
帰
結
す
る
「
死
法
門
を
活
法

門
た
ら
し
め
ん
と
し
た
」
思
想
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
天
台
の
佛
の
悟
り
に
基
く
観
念
的
無
機
的
な
「
理
」
の
不
二
相
即
論
を
、
宗
祖
は

現
実
の
迷
い
（
無
明
）
の
人
間
存
在
に
基
く
実
証
的
有
機
的
な
「
事
」
の
相
即
論
へ
と
再
構
築
し
た
訳
で
あ
る
。

六
、
妙
楽
大
師
「
依
正
不
二
門
」《
依
正
不
二
の
出
典
》

　
「
依
正
不
二
」
の
出
典
は
、『
法
華
玄
義
』
所
説
「
迹
門
十
妙
」
の
補
足
解
釈
と
し
て
、『
法
華
玄
義
釋
籤
』
に
「
十
不
二
門
」
を
説
く

中
の
「
第
六　

依
正
不
二
門
」
の
説
で
あ
る
。

『
法
華
玄
義
釋
籤
』
巻
第
七
ノ
上
、「
十
不
二
門
」、
第
六　

依
正
不
二
門

　
「
五
は
染
淨
不
二
門
。
六
は
依
正
不
二
門
。
第
五
第
六
第
七
は
感
應
神
通
從
り
名
を
立
つ
。」

　

第
六　

依
正
不
二
門
は
迹
門
十
妙
中
、
感
應
妙
・
神
通
妙
に
よ
っ
て
立
て
た
法
門
で
あ
る
。

　
「
六
に
依
正
不
二
門
と
は
、
已
證
の
遮
那
の
一
體
不
二
な
る
は
、
良
に
無
始
の
一
念
三
千
に
由
る
。
三
千
の
中
の
生
陰
の
二
千
を
正
と

爲
し
、
國
土
の
一
千
は
依
に
屬
す
る
を
以
て
な
り
。
依
正
既
に
一
心
に
居
す
。
一
心
豈
に
能
所
を
分
か
た
ん
や
。
能
所
無
し
と
雖
も
依
正

宛
然
な
り
。
是
れ
則
ち
理
性
名
字
觀
行
。
已
に
不
二
正
依
之
相
有
り
。
故
に
自
他
因
果
を
し
て
相
攝
せ
し
む
。
但
だ
衆
生
は
理
に
在
り
。

果
未
だ
辧
ぜ
ず
と
雖
も
、
一
切
遮
那
の
妙
境
に
非
ざ
る
こ
と
莫
し
。
然
る
に
應
に
、
諸
佛
の
法
體
遍
に
非
ず
し
て
遍
じ
、
衆
生
の
理
性
局

に
非
ず
し
て
局
す
る
こ
と
を
復
了
す
べ
し
。
始
終
改
ま
ざ
れ
ば
、
大
小
妨
げ
無
し
。
因
果
理
同
し
。
依
正
何
ぞ
別
な
ら
ん
や
。
故
に
淨
穢
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之
土
、
勝
劣
之
身
、
塵
身
と
法
身
と
量
同
し
く
、
塵
國
と
寂
光
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
是
れ
即
ち
一
一
の
塵
刹
一
切
の
刹
。
一
一
の
塵
身

一
切
の
身
。
廣
狹
勝
劣
思
議
し
難
く
、
淨
穢
方
所
窮
盡
す
る
こ
と
無
し
。
若
し
三
千
空
假
中
に
非
ず
ん
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
茲
の
自
在
の
用

を
成
ぜ
ん
や
。
是
の
如
く
方
に
生
佛
等
し
の
彼
此
の
事
理
互
に
相
收
む
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
此
は
染
淨
不
二
門
を
以
て
成
ず
。」（『
佛

教
大
系　

法
華
玄
義　

第
四
』
三
五
三
〜
四
頁
）

　

本
佛
所
証
の
法
身
（
遮
那
）
が
所
依
の
常
寂
光
土
と
一
体
不
二
（
身
土
不
二
）
で
あ
る
故
は
、
佛
の
一
念
の
中
に
正
報
（
五
陰
・
衆
生

世
間
）
と
依
報
（
国
土
世
間
）
の
三
千
世
間
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
時
成
道
の
際
、
釈
尊
の
一
身
一
念
が
法
界
に
遍
満
し
法
身

を
証
し
た
時
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
所
証
の
法
身
（
法
身
佛
自
体
が
円
教
浄
土
の
常
寂
光
土
で
も
あ
り
本
来
依
正
一
体
）
に
即

す
れ
ば
能
所
・
依
正
は
一
体
不
二
で
あ
り
、
一
切
の
国
土
は
「
遮
那
妙
境
」
で
あ
る
常
寂
光
土
で
あ
る
。
ま
た
、
所
証
の
法
身
の
依
正
は

法
界
に
遍
在
す
る
故
に
、
諸
佛
の
法
体
と
し
て
遍
在
し
且
つ
個
々
の
佛
に
内
在
し
、
衆
生
の
理
性
（
佛
性
）
と
し
て
遍
在
し
且
つ
個
々
の

衆
生
の
内
に
局
在
す
る
（「
諸
佛
の
法
體
遍
に
非
ず
し
て
遍
じ
、
衆
生
の
理
性
局
に
非
ず
し
て
局
す
る
」）。
こ
の
様
に
、
法
身
の
依
正
は

一
切
の
依
報
の
国
土
と
正
報
の
佛
・
衆
生
の
内
に
平
等
に
具
わ
っ
て
い
る
。

※
両
者
の
依
正
不
二
論
の
比
較

　

以
上
の
様
に
、『
法
華
玄
義
釋
籤
』
の
「
依
正
不
二
門
」
に
お
け
る
依
正
不
二
の
思
想
は
、
法
身
遍
在
の
理
に
即
し
て
依
報
・
正
報
を

一
体
不
二
（
不
二
而
二
・
而
二
不
二
‥
不
二
に
し
て
二
の
別
あ
り
）
と
見
る
佛
の
悟
り
に
基
く
思
想
で
あ
る
。
法
身
佛
自
体
が
円
教
浄
土

の
常
寂
光
土
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
身
土
不
二
と
も
云
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
前
節
の
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
衆
生
の
無
明
を
根
底
に
心
│
身
体
（
正
報
）│
国
土
（
依
報
）
へ
と
形
成
さ
れ
る
空

間
認
識
の
下
に
正
報
と
依
報
の
一
体
性
を
論
じ
る
依
正
不
二
観
は
、
妙
楽
大
師
の
「
依
正
不
二
門
」
と
は
異
な
る
宗
祖
独
自
の
思
想
と
考
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え
ら
れ
る
。
天
台
の
法
身
遍
在
に
基
く
「
理
」
の
依
正
不
二
観
に
対
し
、
宗
祖
の
思
想
は
、
人
間
存
在
に
基
く
「
事
」
の
依
正
不
二
観
で

あ
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
念
三
千
は
、
己
心
の
一
念
に
具
す
三
千
世
間
（
十
界
・
十
如
・
三
種
世
間
）
を
観
察
す
る
内
観
の
行
（
観
心
）
で
あ
り
、
出
典
で
あ

る
『
摩
訶
止
觀
』「
第
七
正
修
止
観
、
観
不
思
議
境
」（『
佛
教
大
系　

摩
訶
止
觀
第
三
』
二
三
五
頁
〜
）
の
三
種
世
間
の
説
明
に
お
い
て

も
、
正
報
・
依
報
の
関
係
に
現
実
世
界
の
現
象
を
結
び
つ
け
た
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。

　

宗
祖
の
上
記
依
正
不
二
思
想
は
、
一
念
三
千
の
構
成
要
素
で
あ
る
故
に
広
義
と
し
て
宗
祖
の
「
事
の
一
念
三
千
」
思
想
で
も
あ
る
。

『
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
で
は
、「
一
念
三
千
の
観
法
に
二
つ
あ
り
。
一
に
は
理
、
二
に
は
事
な
り
。
天
台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
な
り
。

今
は
事
な
り
。
観
念
す
で
に
勝
る
故
に
、
大
難
ま
た
色
ま
さ
る
。
彼
は
迹
門
の
一
念
三
千
、
こ
れ
は
本
門
の
一
念
三
千
な
り
。」（
昭
和
定

本
一
五
二
二
頁
）
と
、
本
門
事
の
一
念
三
千
の
特
色
と
し
て
「
色
」
即
ち
現
実
の
現
象
（
災
難
）
と
し
て
現
前
す
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

七
、
本
時
成
道
と
身
土
不
二

　

佛
の
「
遍
在
」
と
衆
生
の
「
局
在
」
と
い
う
二
つ
の
存
在
様
式
を
基
に
、『
観
心
本
尊
抄
』
所
説
、
本
時
成
道
に
お
け
る
身
土
不
二
＝

依
正
不
二
観
を
考
え
て
み
る
。

本
時
成
道
‥「
局
在
」
か
ら
「
遍
在
」
へ

　

衆
生
＝
個
人
存
在
は
、
根
本
的
執
着
（
我
執
）
で
あ
る
「
無
明
」
の
基
に
成
立
す
る
五
陰
仮
和
合
の
身
（
五
陰
世
間
）
と
し
て
一
所
に

【
局
在
】
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　
「
当
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
三
千
な
り
。
故
に
成
道
の
時
、
此
の
本
理
に
称
う
て
、
一
身
一
念
法
界
に
遍
し
」
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（『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
五
上　
『
観
心
本
尊
抄
』
昭
和
定
本
七
一
二
頁
）

　

円
教
に
お
け
る
妙
覺
に
至
る
最
後
の
段
階
に
お
い
て
断
じ
る
無
明
を
「
元
品
の
無
明
」
と
呼
ぶ
が
、
釈
尊
が
本
時
成
道
の
時
、
こ
の
最

後
心
の
煩
悩
で
あ
る
「
元
品
の
無
明
」
を
破
す
（
無
明
を
転
じ
て
法
性
と
爲
す
）
と
、
個
人
存
在
【
局
在
】
の
根
底
の
執
着
で
あ
る
「
無

明
」
の
基
に
成
立
し
て
い
た
五
陰
仮
和
合
の
身
は
、
根
本
的
執
着
の
「
無
明
」
が
消
失
す
る
（
転
じ
て
法
性
と
爲
す
）
事
に
よ
り
五
陰
仮

和
合
の
状
態
か
ら
解
き
放
た
れ
、「
一
身
一
念
」
が
法
身
理
（
本
理
）
に
称
っ
て
法
界
全
体
に
遍
満
し
法
身
・
法
界
と
一
体
と
な
っ
た
。

法
身
は
周
遍
法
界
身
と
し
て
法
界
と
本
来
一
体
で
常
寂
光
土
で
も
あ
る
（
身
土
不
二
）
が
、
こ
の
所
証
の
法
身
を
境
と
し
て
能
証
の
釈
尊

の
智
慧
が
合
一
し
、
境
智
冥
合
し
て
法
界
に
【
遍
在
】
す
る
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
本
佛
が
偏
在
す
る
故
に

身
土
依
正
は
不
二
で
あ
る
。

三
身
即
一
‥「
遍
在
」
即
「
局
在
」

　
「
此
の
品
の
詮
量
は
、
通
じ
て
三
身
を
明
か
す
。
若
し
別
意
に
従
は
ば
、
正
し
く
報
身
に
在
り
。
何
を
以
て
の
故
に
義
便
に
文
會
す
。

義
便
と
は
、
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
、
故
に
義
便
と
言
う
。
文
會
と
は
、〔
我
れ
成
佛
し
て
よ
り
已
來
、
甚

だ
大
に
久
遠
な
り
。〕
故
に
能
く
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
と
、
所
成
は
即
ち
法
身
、
能
成
は
即
ち
報
身
、
法
と
報
と
合
す
る
が
故

に
、
能
く
物
を
益
す
、
故
に
文
會
と
言
う
。
此
を
以
て
之
を
推
す
に
、
正
意
は
是
れ
報
身
佛
の
功
徳
を
論
ず
る
也
。」

 

『
法
華
文
句
』
九
下
、
壽
量
品
一
六
、（
国
訳
一
切
経　

経
疏
部
二　

四
一
八
頁
）

　

久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
本
時
成
道
に
お
い
て
釈
尊
（
報
身
）
の
智
慧
（
能
成
・
能
証
）
が
法
身
の
理
境
（
所
成
・
所
証
）
を
証

し
て
、「
法
と
報
と
合
す
る
」（
境
智
冥
合
）
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
、（
法
・
報
・
応
）
三
身
即
一
の
本
佛
で
あ
る
。
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本
佛
の
三
身
即
一
の
中
心
は
報
身
で
あ
り
（
正
在
報
身
）、
報
身
の
智
慧
は
、
上
は
法
身
（
境
）
と
境
智
冥
合
し
て
一
体
と
な
り
、
一

佛
乗
の
真
理
・
常
寂
光
土
を
体
現
し
、
下
は
応
身
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
し
、
両
者
を
補
い
な
が
ら
三
身
即
一
を
成
立
さ
せ
て
い

る
（「
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
」）。
す
な
わ
ち
、
三
身
即
一
の
内
、
報
身
智
が
主
体
と
な
っ
て
久
遠
の
教
化

活
動
（「
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
」）
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
三
身
即
一
の
本
佛
は
、
法
界
と
一
体
と
な
っ
て
「
遍
在
」
し
、
且
つ
、
衆
生
救
済
の
た
め
応
身
佛
と
し
て
「
局
在
」
し

て
現
れ
る
「
遍
在
」
即
「
局
在
」
の
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
法
身
佛
自
体
が
円
教
浄
土
の
常
寂
光
土
と
し
て
依
正
の
区
別
な
く
「
偏
在
」

す
る
故
、
本
佛
の
「
身
土
不
二
」
の
視
座
か
ら
見
れ
ば
、
娑
婆
国
土
も
依
正
不
二
の
常
寂
光
土
で
あ
る
（
娑
婆
即
寂
光
）。

※
依
正
不
二
の
視
座

　
『
法
華
玄
義
釋
籤
』「
依
正
不
二
門
」
に
お
け
る
天
台
の
依
正
不
二
観
は
、右
記
の
本
佛
「
遍
在
」
の
「
身
土
不
二
」
の
視
座
か
ら
「
理
」

の
依
正
不
二
を
論
じ
た
訳
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
「
事
」
の
依
正
不
二
観
は
、
根
本
的
執
着
（
我
執
）
で
あ
る

「
無
明
」
の
基
に
成
立
す
る
五
陰
仮
和
合
の
身
（
五
陰
世
間
）
と
し
て
一
所
に
「
局
在
」
す
る
衆
生
の
視
座
か
ら
、「
今
法
華
経
は
元
品
の

無
明
を
や
ぶ
る
ゆ
へ
に
大
動
あ
り
」
と
、「
無
明
」
を
根
底
に
五
陰
世
間
（
個
人
・
正
報
）│
衆
生
世
間
（
正
報
）│
国
土
世
間
（
依
報
）

へ
と
形
成
さ
れ
る
空
間
の
一
体
性
を
論
じ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

唱
題
成
佛
に
お
け
る
依
正
不
二
観

　
「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
す
で
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
、
未
来
に
も
生
ぜ
ず
、

所
化
以
て
同
体
な
り
。
こ
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
、
三
種
の
世
間
な
り
。」（『
観
心
本
尊
抄
』「
昭
和
定
本
」
七
一
二
頁
）
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宗
祖
に
お
け
る
真
の
衆
生
成
佛
は
唱
題
受
持
に
あ
る
。
衆
生
が
唱
題
受
持
す
る
間
（「
今
本
時
」）
は
、
妙
法
五
字
＝
佛
の
智
慧
を
自
己

の
内
に
持
つ
事
に
よ
り
、「
無
明
」
の
基
に
成
立
す
る
五
陰
仮
和
合
の
身
（
五
陰
世
間
）
か
ら
超
出
し
、
法
界
に
「
遍
在
」
す
る
久
遠
本

佛
の
依
正
（
法
身
自
体
が
依
報
の
常
寂
光
土
）
と
時
間
・
空
間
を
超
越
し
て
同
体
で
あ
る
事
が
認
識
さ
れ
る
（「
所
化
以
て
同
体
な
り
」）。

唱
題
受
持
し
て
自
己
の
内
心
に
仏
界
が
備
わ
る
こ
と
で
「
事
」
の
十
界
互
具
が
成
立
し
、
一
念
三
千
が
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
唱
題

受
持
の
間
は
、「
局
在
」
し
つ
つ
「
遍
在
」
の
視
座
か
ら
佛
の
依
正
不
二
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想
の
内
、
身
土
不
二
論
を
根
拠
と
し
た
「
理
」
の
面
で
あ
り
、『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
「
事
」
の
依

正
不
二
思
想
は
、
こ
れ
等
「
理
」
の
裏
付
の
上
に
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八
、
結

　

宗
祖
の
佐
前
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想
と
し
て
挙
げ
た
『
立
正
安
国
論
』
草
案
の
『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
対
治
鈔
』
で
は
、
法
華

経
開
会
思
想
に
よ
り
「
仏
法
」
の
五
戒
と
「
世
法
」
の
世
界
全
般
を
五
種
に
分
類
し
体
系
的
に
説
明
す
る
中
国
陰
陽
五
行
思
想
と
を
結
び

付
け
る
事
で
、
五
戒
を
持
つ
衆
生
「
正
報
」
と
五
行
思
想
に
基
く
環
境
「
依
報
」
と
の
相
関
関
係
を
説
く
事
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

佐
後
の
依
正
不
二
思
想
の
代
表
と
し
て
挙
げ
た
『
瑞
相
御
書
』
で
は
、『
法
華
文
句
』「
地
動
瑞
」
の
解
釈
に
お
い
て
、「
無
明
を
破
す
」

と
い
う
「
仏
法
」
の
内
的
現
象
に
相
関
し
て
「
地
面
が
震
動
す
る
」
と
い
う
外
的
現
象
が
起
こ
る
原
理
を
「
世
法
」
の
陰
陽
五
行
思
想
の

相
関
関
係
を
利
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　

仏
教
で
は
本
来
、
十
八
界
（
六
根
・
六
境
・
六
識
）
と
い
う
感
覚
器
官
と
そ
の
対
象
現
象
に
よ
り
生
ず
る
認
識
作
用
で
構
成
さ
れ
た
人

間
存
在
の
内
に
認
識
さ
れ
る
世
界
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
天
台
思
想
に
お
い
て
は
こ
の
仏
教
思
想
に
外
界
の
事
象
を
体
系
的
に
説
明
す
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る
陰
陽
五
行
説
を
用
い
て
会
通
す
る
事
に
よ
り
、
心
（
中
央
）│
身
体
（
四
根
）│
環
境
（
四
方
）
と
い
う
心
と
空
間
の
関
係
を
説
く
事
を

可
能
に
さ
せ
た
が
「
観
心
釋
」
と
し
て
内
観
の
世
界
の
説
明
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

宗
祖
の
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想
の
特
徴
は
、
上
記
『
法
華
文
句
』
に
お
い
て
「
観
心
釋
」
と
し
て
内
観
の
世
界
を
説

い
た
説
を
応
用
し
、
現
実
世
界
の
現
象
の
説
明
に
用
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
正
報
を
ば
依
報
を
も
て
此
れ
を
つ
く
る
。」
と
、「
正
報
」
の
身
体
も
「
依
報
」
と
同
一
の
空
間
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
る
故
に
、「
今
法

華
経
は
元
品
の
無
明
を
や
ぶ
る
ゆ
へ
に
大
動
あ
り
」
と
、
人
間
存
在
の
根
底
の
無
明
を
破
す
こ
と
は
、
心
（
中
央
）│
身
体
（
四
根
）│
環

境
（
四
方
）
へ
と
形
成
さ
れ
る
「
依
報
・
正
報
」
の
空
間
認
識
全
体
を
揺
る
が
す
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

天
台
の
法
身
遍
在
に
基
く
観
念
的
な
「
理
」
の
依
正
不
二
観
（
十
不
二
門
所
説
）
に
対
し
、
宗
祖
の
右
記
思
想
は
、
現
実
の
迷
い
（
無

明
）
の
人
間
存
在
に
基
き
、
身
体
（
正
報
）
と
国
土
・
環
境
（
依
報
）
の
一
体
性
を
論
じ
る
実
証
的
な
「
事
」
の
依
正
不
二
観
と
言
い
得

る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
様
に
『
瑞
相
御
書
』
に
お
け
る
依
正
不
二
思
想
は
、
佐
前
に
見
ら
れ
た
思
想
を
前
述
の
経
緯
を
経
て
人
間
存
在
に
基
づ
く
「
事
」

の
依
正
不
二
観
へ
と
深
め
た
思
想
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　

以
上
の
宗
祖
の
依
正
不
二
思
想
は
、
現
代
思
想
に
お
い
て
「
宗
祖
の
身
体
論
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、

衆
生
の
身
体
性
に
即
し
て
、
心
│
身
体（
正
報
）│
環
境（
依
報
）
へ
と
「
志
向
性
」
を
以
っ
て
形
成
さ
れ
る
空
間
認
識
の
下
に
、
正
報

【
身
体
】
と
依
報
【
環
境
】
の
一
体
性
を
論
じ
る
宗
祖
独
自
の
「
身
体
論
」
で
あ
る
。
今
後
の
展
開
と
し
て
身
体
論
の
研
究
者
と
の
意
見

交
換
を
検
討
中
で
あ
る
。
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